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今月の市民 

人 口／63,156人（-72) 
男 ／29,661人（一33) 
女 ／33,528人（-39) 

世帯数／24,495世帯（-2) 
5 月31日現在（前月比） 



厚生労i働太臣鐘別表彰馴云達 
高橋京子委員長（右）と葛西妙子副委員長 

写
首
”
集
発
行
 

コ
津
軽
鉄
道
の
魁
九
満
載
興
 

~‘ 込
ま
れ
、
巻
末
に
は
会
員
の
福
井
ロ
 

絢
子
さ
ん
が
作
り
観
光
客
に
好
評

の
「
津
鉄
沿
線
散
策
マ
ッ
プ
」
や

発
行
記
念
プ
レ
ミ
ア
ム
切
符
も
つ

い
て
い
ま
す
。
 

津軽鉄道代表取締役社長の深田長
編集長の黒笹慈選昏、写真窒供

の太田忠光氏。 ~ ~ 
6月7日、市長に発行を報告。 

お求めは津軽鉄道五所川原駅~ 
金木駅、書店まで。定価2,000周~ ,一事「● 

広
が
る
地

域
へ
の
奉
仕
活
動
の
輪
 

青
森
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
 

五
所
川
原
高
校
東
校
舎
の
生
徒
た
ち
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六
月
一
日
、
青
森
県
た
ば
こ
耕
作
組

合
つ
が
る
支
部
の
青
年
部
（
工
藤
悟
部

長
）
と
女
性
部

（
大石
ま
り
子
部
長
）
 

で
は
 「ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
と
題
し
、
 

金
木
駅
か
ら
商
店
街
を
巡
り
路
上
に
落

ち
て
い
る
ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。
 

同
組
合
は
葉
た
ば
こ
生
産
農
家
の
皆

さ
ん
が
加
入
す
る
も
の
で
、
こ
の
日
の

活
動
に
十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

工
藤
部
長
は

「葉
た
ば
こ
を
生
産
し

て
い
る
の
で
、
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
た
ぱ

こ
の
吸
い
殻
が
気
に
な
り
ま
す
。
マ
ナ
 

ー
を
守
り
、
き
れ
い
な
街
で
あ
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

六
月
八
日
、
五
所
川
原
高
校
東
校

舎
の
生
徒
七
十
七
人
が
、
市
民
と
行

政
が
協
同
で
進
め
る
街
美
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
川
の
ス
ク
ー
ル
ア
ダ
プ
ト
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
 

当
日
は
一
『汗
ば
む
よ
う
な
陽
気
の
中
、
 

生
徒
た
ち
は
各
班
に
分
れ
て
中
泉
橋

周
辺
道
路
の
ご
み
拾
い
や
草
刈
、
花

壇
に
、
ベ
ゴ
ニ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
 

サ
ル
ビ
ア
な
ど
お
よ
そ
九
百
株
を
植

え
て
く
れ
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
、
地
域
社
会
人
と
し
て

の
自
覚
と
責
任
の
気
持
を
芽
生
え
さ

せ
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
今
後
も
積

極
的
に
こ
の
活
動
に
取
組
ん
で
い
く

と
の
こ
と
で
す
。
 

転

る
均
と
熱
意
憂
引
ぎ
継
ぎた
い
 

大
臣
特
別
表
彰
 

五
所
川
原
市
赤
十
字
奉
仕
団
 

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
創
立
百
三
十
周
年
に
あ
た
り
社
会

福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
功
績
の
あ
っ
た
団
体
を
表
彰
。
当
市

の
五
所
川
原
市
赤
十
字
奉
仕
団

（
高橋
京
子
委
員
長
）
が
選

ば
れ
五
月
二
十
八
日
、
日
本
赤
十
字
五
所
川
原
市
地
区
長
の

平
山
市
長
か
ら
厚
生
大
臣
特
別
表
彰
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
奉
仕
団
は
昭
和
三
十
三
年
に
結
成
。
こ
れ
ま
で
福
祉
施

設
で
踊
り
を
披
露
し
た
り
手
製
の
介
護
用
品
を
寄
贈
、
災
害

時
の
炊
き
出
しゃ
救
急
法
の
訓
練
、
公
園
等
の
草
取
り
ゃ
花

壇
づ
く
り
な
ど
、
地
域
へ
の
奉
仕
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
 

受
章
に
あ
た
り
高
橋
会
長
は
、
 「た
い
へ
ん
光
栄
で
す
。
 

「奉
仕
」
は
す
る
側
、
受
け
る
側
の
両
方
に
感
動
を
与
え
心

の
つ
な
が
り
を
生
み
ま
す
。
こ
の
奉
仕
す
る
心
と
熱
意
を約

半
世
紀
、
先
輩
方
か
ら
絶
や
さ
ず
引
き
継
い
で
来
ま
し
た
。
 

今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
」
と
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

津
軽
鉄
道
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
高
瀬英
人
会
長
）
と小

学
館
は
、
津
軽
鉄
道
の
存
続
を
応
援
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ

を
全
国
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
写
真
集
「
の
ん
びり
走
ろ
う
ー
 

T
a
k
e
 
 
・l
t
 
sl
o
W」
を
編
集
、
六
月
八
日
に
発
売
を

始
め
ま
し
た
。
掲
載
写
真
は
、
発
起
人
で
同
ク
ラ
ブ
の
会
員
で

も
あ
る
太
田
忠
光
さ
ん
（
水
野尾
）
がこ
れ
ま
で
撮
り
続
け
て
き

た
作
品
を
は
じめ
、
広
田
尚
敬
氏
な
ど
プ
ロ
の
写
真
家
も
参加

し
、
小
学
館
の
黒
笹
慈
幾
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
編
集
し
ま
し
た
。
 

写
真
で
綴
る
津
軽
鉄
道
の
今
昔
、
四
季
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
 



五
穀
豊
穣
 
家
内
安
全
 
を
祈
り
 
親
子
で
一
緒
に
 

相
内
の
虫
送

り
 

津
軽
地
方
に
伝
わ
り
、
田
植
え
を
終

え
た
時
期
に
み
ら
れ
る
豊
作
祈
願
の
祭

り
「
虫
送
り
」
が
六
月
九
日
、
市
浦
地

区
相
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
地
で
約

四
百
五
十
年
続
く
祭
り
に
主
催
の
相
内

青
年
団

（
秋
田谷
和
智
団
長
）
は
、
荒

馬
を
先
頭
に
太
刀
振
り
踊
り
を
舞
い
、
 

約
四
時
間
を
か
け
て
相
内
地
域
を
練
り

歩
き
ま
し
た
。
踊
り
の
列
に
は
小
学
生

の
児
童
も
加
わ
り
、
稲
わ
ら
で
作
っ
た

虫
の
山
車
が
引
か
れ
、
最
後
は
集
落
を

見
渡
す
神
明
宮
の
木
の
高
枝
に
虫
を
か

け
て
今
年
の
豊
作
を
祈
り
ま
し
た
。
 

体
験
学
習
 

h
 ‘
 
・
 
‘
 

弘
大
金
木
農
場
 

‘
 
】
 
一
 一
 

弘
前
大
学
金
木農
場
で
は
五
月
二
十

六
日
、
親
子
体
験
学
習
が
始
ま
り
、
一
一

十
組
四
十
三
人
の
親
子
が
田
植
え
や
イ

モ
類
の
畑
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
 

参
加
者
は
裸
足
で
水
田
に
入
り
苗
を

手
植
え
し
た
あ
と
、
畑
で
畝
（う
ね
）
を

つ
く
っ
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
 

藍
を
定
植
。
ふ
だ
ん
慣
れ
な
い
作
業
に

親
子
で
歓
声
を
あ
げ
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い

の
一
日
を
過
ごし
ま
し
た
。
 

学
習
会
は
十
月
ま
で
四
回
開
か
れ
、
 

米
や
イ
モ
の
収
穫
、
藍
染
め
、
メ
ダ
カ

な
ど
の
生
き
物
観
察
な
ど
を
通
し
て
「
自

然
」
と

「
農
業
」
を
学習
し
ま
す
。
 

戸
『
 

血
 

祭
相
内
 

＠
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
浜
田
定
雄
さ
ん

（
金木
町
嘉
瀬
）
 

H
一
万
円
り
 

里
頭

地
け（
婦
人会

（尖
月
さ
つ
会
長）
 

H
一
万
円
。
 

〇
工
藤
と
も
子
さ
ん

（
長
橋
字橋
元
）
 

H
五
万
円
。
 

⑨
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
天
理
教
東
松
島
分
教
会
青
空
ボ
ラ
 

ン
テ
ィ
ア

（小
野
興
道
代
表
）
"
 

訪
問

（
施
設内
外
清
掃
、
毎
月
一
回
）
。
 

〇
太
子
食
品
工
業
株
式
会
社

（
工藤
 

茂
雄
社
長
）
【
寄
贈
（
薄
切
り
こ
 

ん
に
ゃ
く
五
十
人
分
）
。
 

〇
民
芸
衆
団
奏
鳴
曲

（
静
岡県

・
高
 

岡
由
美
子
代
表
）
【
訪
問

（三
味
 

線
演
奏
・
唄

・
踊
り
）
。
 

絢
麗
忌
藤郵
貿
ね
！
 

五
月
三
十
一
日
、
五
所
川
原
農
林

高
校
生
活
科
学
科
の
女
子
生
徒
七
人
が
、
 

市
役
所
お
ま
つ
り
広
場
周
辺
に
、
ベ

ゴ
ニ
ア
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
お
よ
そ

千
株
を
植
え
て
く
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
花
は
、
今
年

一
月
に
同
校
で

播
種
し
た
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
秋
ご

ろ
ま
で
色
と
り
ど
り
の
花
が
、
訪
れ

る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
そ
う

で
す
。
 

＠
働
く
婦
人
の
家
へ
 

ゾ
 

〇
働
く
婦
人
の
家
利
用
者
会

（
新岡

み
よ
志
会
長
）
H
本
仕

（
ホー
ル
、
 

調
理
室
な
ど館
内
を
清
掃
）
。
 

ー
ー
ー

ー
響
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介
護
支
援
専
門
員
 

（非
常
勤
職
員
）
募
集
 

 

人
事
課
 
内
線4
1
1
 

 

月
 
下
 

旬

お
知
ら
せ
 

ペ
ッ
ト
火
葬
場
の

使
用
料
が

変
更
に

な
り
ま
す
 

環
境
対
策
課
 
内線
2
3
3・2
3
4
 

ペ
ッ
ト
火
葬
場
の
使
用
料
が
、
7
月
 

1
日
か
ら
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
 

自
動
車
税
の
 

納
付
は
お
早
め
に
貝
 

納
税
窓
ロ
の
 

休
日
開
設
・
時
間
延
長
 

は
る
に
れ
団
地
地
区
計
画
の
 

変
更
案
に
関
す
る
 

書
の
縦
覧
に
つ
い
て
 

都
市
計
画
課
 
内
線
3
2
3
 

凹 

収納課 	内線431 --'439 

7月2日（月）は 

市（県）民税第1期の 

納付期限です。 

忘れずに納めましよう。 

福
祉
の
仕
事
一
日
移
動
相
談
 

弘
前
福
祉
人
材
バ
ンク
 

皿
0
1
7
2
(3
6)1
8
3
o
 

福
祉
の
職
場
で
働
き
た
い
方
を
対
象

に
、
就
職
相
談
、
福
祉
人
材
登
録
や
福

祉
資
格
の
取
得
方
法
な
ど
一
日相
談
窓

口
を
開
設
しま
す
。
 

●

6
月
2
5日
囲
 
9
時

5
1
5時

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。
 

県
で
は
、
自
動
車
を
お
持
ち
の
皆
さ

ん
へ
6
月
4
日
に
自
動
車
税
納
税
通
知

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
納
付
期
限
は
 

7
月
2
日
側
で
す
の
で
、
お
早
め
に

お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
な

ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
次
の
と
お
り
「
納
税
窓
口
の

開
設
と
時
間
延
長
」
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

◇
窓
口
取
扱
時
間
 

・

6
月
3
0日
田
5
7
月
1
日
⑧
 

8
時
3
0分

ー
1
7時
1
5分
 

・
6
月
2
5日
囲

、
2
9日
固
 

7
月
2
日
囲
 
8
時
3
0分

、
2
0時
 

は
る
に
れ
団
地
地
区
計
画
の
変
更
案

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し
て
い

ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
都
市
計
画
案
に
つ
い
て
、
 

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

◇
都
市
計
画
の
種
類
 

は
る
に
れ
団
地
地
区
計
画
の
変
更

◇
変
更
内
容
 
集
合
住
宅
計
画
地
→
一戸

建
住
宅
計
画
地
（
未
造
成
地
の
部
分

の
み
の
変
更
です
。
現
在
分
譲
中
の

区
域
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）
 

◇
案
の
縦
覧
期
間
及
び
時
間
 

6
月
1
5日
囲
、
2
8日
困
 

た
だ
し
、
市
役
所
閉
庁
日
は
除
く
。
 

8
時
3
0分

、
1
7時
1
5分
 

◇
縦
覧
場
所
 
都
市
計
画
課
 

《ペット火葬場使用料金〉 

区 	分 
使用料（1体にっき） 

市内食 可養者 市外食 可養者 
合同火葬 単独火葬 合同火葬 単独火葬 

25kg以上 
／ノ／ 10,000 円 

//
/ 13,000 円 

20kg以上 
25kg未満 

4,500 円 9,000 円 7.500円 12,000 円 

10kg以上 
20kg未満 

4,000 円 8,000 円 7,000円 11,000 円 

10kg未満 3,000円 6,000 円 6,000 円 10,000 円 

市
で
は
、
 「
介
護
支援
専
門
員
（
非
 
す
。
 

常
勤
職
員
）
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

◇
資
格
等
 
4
5歳
未
満
で
次
の
条
件
を

す
べ
て
満
た
す
方
 

①
「
介
護
支
援
専
門
員
」
 
の
資格
を
有

し
て
い
る
こ
と
 

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
所
持
し
 

て
い
る
こ
と
 

◇
募
集
人
員
3
名
 

◇
雇
用
開
始
平
成
1
9年
7
月
か
ら

◇
業
務
 
要
支
援
認
定を
受
け
た
方
に

対
す
る
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト

（
「
介護
予
防
支
援
」
）
の
実
施

◇
勤
務
条
件
等
 
・
時給
9
9
0
円
 

・

勤
務
時
間
 
9
時

5
1
7時
1
5分
（
休

舶
篤
分
あ
り
）
 

・

社
会
保
険
・
雇用
保
険
・
労
災あ
り

◇
勤
務
場
所
 
五
所
川
原
市
字
幾
世
森
 

2
1
8
1
6
 五
所
川
原
市
地
域
包
 

※
「
市
内飼
養
者
」
で
あ
っ
て
も
狂
犬

括
支
援
セ
ン
タ
ー
 
病

予
防
法
に
基
づ
く
登
録
が
な
さ
れ
 

◇
申
込
方
法
 
6
月
2
5日
囲
ま
で
に
、
 

て
い
な
い
犬
を
火
葬
す
る
場
合
は
、
 

あ
ら
か
じ
め
電
話
連
絡
の
う
え
、
履
 
「
市
外

飼
養
者
」
の
使
用
料
を
適
用

歴
書
、
介
護
支
援
専
門
員
登
録
証
明
 
し

ま
す
。
 

書
及
び
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
 

※
2
5蛇
以
上
の
ペ
ッ
ト
は
、
単
独
火
葬
 

写
し
を
人
事
課
へ
提
出
 

の
み
の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。
 

身
体
障
申
暑
の
無
料
巡
回
診
査

家
庭
福
祉
課
 
内
線
2
4
3
 

巡
回
診
査
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
の

方
々
に
医
学
的
判
定
を
行
い
、
併
せ
て

様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

◇
対
象
者
 

①
身
体
障
主
暑
手
帳
の
交
付
を
受
け
る

た
め
診
査
を
必
要
と
す
る
方
 

②
障
害
程
度
に
変
化
が
あ
り
等
級
の
変

更
を
必
要
と
す
る
方
 

③
補
装
具
の
交
付
ま
た
は
修
理
を
必
要

と
す
る
方
 

④
生
活
・
医療
・
施
設
入
所
等
の
相
談

を
希
望
す
る
方
 

※
脳
卒
中
等
発
病
後
3
カ
月
未
満
の
方

は
除
く
。
こ
の
ほ
か
、詳
細
は
家
庭

福
祉
課
障
害
福
祉
係
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。
 

◇
診
査
科
目
及
び
日
程
・
会
場
 

・肢
体
不
自
由
 
7
月
1
1日
困
 

受
付
…
8
時
4
5分
、
1
1時
 

診
査
及
び
相
談

…
9
時
3
0分

、
1
2時
 

中
央
公
民
館
 

・

聴
覚
障
害
 

7
月
2
5日
困
 

受
付
…
8
時
4
5分

、
1
0時
1
5分

診
査
及
び
相
談

…
9
時
5
1
1時

つ
が
る
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
 
「松

の
館
」
 （
つ
がる
市
役
所
そ
ば
）
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
身
体
障
害
者
手
帳
 

（
取
得
者
の
み）
、健
康
保
険
証
、
老

人
受
給
者
証
（
取
得
者の
み
）
、印
鑑
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税
務
職
員
募
集
 

（
高
校
卒
業
程
度
）
 

人
事
院
東
北
事
務
局
 

皿
o
2
2
(2
2
1
)2
0
2
2
 

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
 

皿
o
2
2
(
2
6
3
)
1
11
1
 内
線
昌
昌
 

手
話
奉
仕
員
養

成
講

座
 

入
門

コ
ー
ス
 
受
講
者
募

集
 

家
庭
福
祉
課
 
内
線

2
4
5
 

五
所
川
原
ろ
う
あ
協
会
 

献
（
2
9)3
7
2
9
 
工
藤
 

意

見
交

換
会

の
お

知
ら

せ
 

市
農
業
委
員
会
 
内
線
4
4
2
 

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
国
の
財
政
を
支
え
る
税
務

職
員
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

◇
受
験
資
格
 
昭
和
6
1年
4
月
2
日
5
 

平
成
2
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

◇
申
込
受
付
期
間
 

6
月
2
6日
因
1
7
月
3
日
因
 

◇
受
験
申
込
書
の請
求
 
五
所
川
原
税

務
署
皿
（
3
4)
3
1
3
6、
仙
台
国

税
局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院
東

北
事
務
局
ま
で
 

聴
覚
障
害
者
の生
活
や
関
連
す
る
福

祉
制
度
等
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深

め
、
手
話
で
の
日
常
会
話
に必
要
な
語

葉
と
表
現
技
術
を
習
得
し
ま
す
。
 

●

7
月
1
1日

5
1
0月
1
7日
の
毎
週
水
曜

日
（
8
月
1
日
、
8
日
、
1
5日
を
除

く
）
 
1
9時

5
2
1時
 

中
央
公
民
館
 

◇
内
容
 
①
手
話
実
技
 

②
交
流
（
ゲ
ー
ム
・
手話
コ
ー
ラ
ス
等
）
 

③
講
義

（聴
覚
障
害
者
・
手話
通
訳

・

手
話
サ
ー
ク
ル
等
に
つ
い
て
）
 

◇
対
象
 
聴
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解

と
熱
意
が
あ
り
、
ろ
う
あ
者
及
び
手

話
通
訳
者
と
交
流
し
た
い
方
。
 

手
話
が
分
か
ら
な
い
難
聴
及
び
中
途

失
聴
の
聴
覚
障
害
者
で
、
手
話
を
学

び
た
い
方
。
 

◇
受
講
料
 
無
料

（
入
門テ
キ
ス
ト
代
 

1
2
0
0円
は
自
己
負
担
）
 

※
基
礎
コ

ー
ス
は
1
0月
2
4日
か
ら
毎
週

水
曜
日
の
予
定
。
 

「
け
っぱ
る
べ
し

ー
 
お
ら
だ
ぢ
の

農
業
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
次

の
日
程
で
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。
 

◇
開
催
時
間
 
1
9時
か
ら
約
9
0分
 

◇
テ
ー
マ
 
「
国
・
県
の
補
助
金
事
業

の
概
要
に
つ
い
て
」
 
「
産地
づ
く
 hノ

交
付
金
に
つ
い
て
」
他
 

五所川原市 5月の火災、救急、救助出動件数（単位用 

※開催場所は地区別ですが、地区外
の方も参加できます。 

月 	日 地区 開 催 場 所 

7月 4日 
(*) 中 川 

コミュニテイ 
センター中川 

7月 11日 
困 

栄 
コミュニテイ 
センター栄 

7月 18 日 
困 

市 浦 市浦コミュニテイ
センター 

7 月 25 日 
（加 

七 和 
コミュニテイ 
ハウス原子 

“消さないで あなたの心の 注意の火” 

区 分 
火 救 	急 救 	助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成19年 3 12 168 科3 9 14 
平成18年 4 19 186 895 7 19 
比 	較 L1 L7 L18 .152 2 L5 

問合せノ五所Il源地区消防事務組合消防本部 公35 2019（内線 25) 

不
動
産
登

記
、

商
業
・
法
人

登
記
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
 

青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局
 

皿
（3
4)2
3
3
0
 

青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局
で

は
、
6
月
2
5日
囲
か
ら
不
動
産
登
記
及

び
商
業
・
法
人
登
記
に
つ
い
て
、
従
来

の
書
面
に
よ
る
申
請
に加
え
イ
ン
タ

ー
 

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
登
記
申
請
及
び証
明
書
の
申
請
が
可

能
に
な
り
ま
す
。ま
た
、
不
動
産
登
記

に
つ
い
て
は
、従
来
の
「登
記
済
証

（権

利
証
）
」
の
交付
に
代
わ
り
「
登
記
識

別
情
報
の
通知
」
及
び
「登
記
完
了
証
」
 

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
現
在
登
記
名
義
人
が
持
っ
て

い
る
登
記
済
証

（権
利
証
）
は
、
初
回

の
書
面
申
請
に
お
い
て
添
付
書
類
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

◆
法
務
省
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
 

h
t
tp一×
×s
h
i
n
se
i・
ョo」
・
四o
・
甘
、
 

消
防
本

部
か

ら

の
 

お
知
ら
せ
 

皿
（3
5)2
o
l
9
 

五
所
川
原
市
消
防
団
定
期
観
閲
式
 

警
防
課
 
内
線
2
8
 

●

6
月
3
0日
山
 
8
時
1
5分

、
 

つ
が
る
克
雪
ド

ー
ム
及
び
周
辺
 

五
所
川
原
・
金
木
・
市
浦
地
区で
日

夜
市
民
を
守
っ
て
い
る
消
防
団
員
の
活

動
を
ご
覧
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

な
お
、
当
日
午
前
6
時
3
0分
か
ら
1
0
 

時
ま
で
、
克
雪
ド

ー
ム
北
側
及
び
東
側

道
路

（
合
同庁
舎
前
交
差
点
か
ら
東
方

向
）
が
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
 

防
火
管

理
者
資

格
取
得
講

習

予
防
課
 
内
線
2
3・
5
4
 

●

7
月
2
6日
困
5
2
7日
岡
 
2
日
間
 

◇
会
場
 
オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

◇
対
象
者
 
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
防
火
対
象
物
（
学
校

・
病
院

・
店

舗
等
）
で
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業

務
を
遂
行
で
き
る
管
理
的
、
監
督
的

立
場
に
あ
る
方
 

◇
受
付
 
7
月
5
日
困
ま
で

（土
・
 

日
を
除
く
）
定
員
に
な
り
次
第
締
切

※
申
込
書
等
は
、
消
防
本
部
予
防
課
及

び
最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
 
 

消
防
設

備
士

試
験
 

予
防
課
 
内
線
2
3・
5
4
 

●

試
験
日
 
8
月
2
6日
回
 

◇
会
場
 
青
森
工
業
高
等
学
校
 

◇
受
付
 
7
月
1
7日
因

、
2
6日
困
 

消
防
設
備
士
試
験
事
前
講
習

予
防
課
 
内
線
2
3・
5
4
 

（
共通
法
令
）

:
7
月
2
5目
困
 

1
3時
5
1
7時
 

（構
造
・
整
備等
）

…
7
月
2
6日
困
 

9
時

5
1
7時
 

◇
会
場
 
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
青
森
 

（
青森
市
）
 

◇
受
付
 
6
月
2
5日
囲
5
7
月
1
3日
岡
 

※
申
込
書
等
は
、
消
防
本
部
予
防
課
及
 

び
最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
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初
心
者
弓
道
教
室
 

（中
学
生
5

一
般
）
 

五
所
川
原
弓
道
会
 

皿
・
献
（3
5)1
2
6
3
新
岡
 

第
1
7回
 
ご
し
ょ
が
わ
ら

花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
 

事
務
局
 
（3
5)3
2
7
5
 江
良
 

●

6
月
1
7日
同
 
開
会
式
8
時
3
0分
 

嗣
屍
サ
回
ン
 

明
治
神
宮
株
分
け
の
6
9品
種
、
3
万

本
の
花
菖
蒲
が
咲
き
誇
る
菊
ケ
丘
運
動

公
園
へ
あ
な
た
も
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。
 

●

7
月
6
日
囲
5
8
日
回
 

菊
ケ
丘
運
動
公
園
 

市
民
体
育
館
 
岩

城
徳
男
 
七
段
 

◇
種
目
 
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
リ
ー
グ
戦
 

◇
会
費
 
無
料
（傷
害
保
険
有
り
）
 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
リ
ー
グ
戦
 
◇
申
込
方
法
 
当
日
受
付
も
あ
り
ま
す
 

◇
参
加
資
格
 
市
内
に
在
勤
・
在
住
ま
 
が
、

で
き
る
だ
け
事
前
に
必
要
事
項
 

た
は
在
学
の
方
 

◇
参
加
料
 
1
人
8
0
0円
（
小
学
生
 

は
5
0
0円
）
当
日
徴
収
 

（
学
校名
・
学
年
・
住
所
・
氏
名
）
 

を
は
が
き
に
記
入
し
郵
送
、
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

〒
o
3
7
1
0
0
05
 
五
所
川
原

市
石
岡
字
藤
巻
2
71
3
 岩
城
徳
男
 

」
ども
教
室
 
生
徒
募
集
 

財
団
法人
伝
統
文
化
活
性
化国
民
協
会
 

第
  2
6回

ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
と

」
山
野
草
展
示
会
 

五
所
川
原
山
野
草愛
好
会
 

皿
（3
5)6
9
8o
 蒔
苗
 

（働
く
婦
人
の
家
講
座
）
 

立
倭
武
多
ハ
ネ
ト
踊
り

へ
の
お
誘
い
 

働
く
婦
人
の
家
 
皿
（3
5)8
8
9
8
 

姿
勢
を
良
く
し
て
健
康
に
な
り
た
い

方
、
仕
事
や
勉
強
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

っ
て
い
る
方
な
ど
、
中
学
生
か
ら
高
齢

者
ま
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
初
心

者
の
た
め
の
弓
道
教
室
で
す
。
 

●

6
月
1
9日
因
5
7
月
2
1日
田
の
毎
週

火
・
木・土
曜
日
 
1
9時

、
2
0時
4
5分

旧
三
道
会
館
（
市
役
所
隣
り
）
 

※
受
講
無
料
。弓
具
は
備
え
付
け
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。
中
学
生
は
保
護
者

の
同
意
が
必
要
で
す
。
 

●

6
月
3
0日
団
1
7
月
1
日
回
 

北
地
方
教
育
会
館
2
階
（
入場
無
料
）
 

◇
主
催
 
五
所
川
原
山
野
草
愛
好
会
 2

3
 

●

6
月
2
5日
、
7
月
2
日
・
9
日
・
 

日
・
3
0日
（月
曜
日
）
 

1
8時
3
0分

ー
2
0時
3
0分
 

働
く
婦
人
の
家
 
軽
運
動
場
 

●

初
回
7
月
1
4日
団
か
ら
月
2
回
で
全
 

1
2回
 
1
05
1
1時
 
中
央
公
民
館

◇
会
費
 
各
回
5
0
0円

（
花
代
）
 

◇
申
込
方
法
 
当
日
受
付
も
あ
り
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
事
前
に
必
要
事
項
 

（
学校
名
・
学
年
・
住
所
・
氏名
）
 

を
記
入
し
、
は
が
き
ま
た
は
隠
で
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。
〒
0
3
7

1
0
 

0
6
9
 
五
所
川
原
市
若
葉
一
丁
目
 

7
91
3
 
小
原
流
 
斉
藤
光
麗
 

◇
主
な
イ
ベ
ン
ト
 

6
日
団

・
・9
時
3
0分

5
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
1
0時
ー
 

西
北
五
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

7
日
出

…
1
2時
3
0分

5
1
4時
3
0分

を
フ
オ
ケ
大会
 

8
日
⑧
・
・
立
時3
0分

5
1
4時
3
0分

竜
巳
憲
二
歌
謡
シ
ョー

 

※
こ
の
他
、
出
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
野
点
、
歴
史
民
俗
資
料
館
・
旧

平
山
家
無
料
開
放
、
写
生
大
会
な
ど
。
 ◇

対
象
者
 
老
若
男
女
ど
な
た
で
も

◇
会
費
 
無
料
 

◇
問
い
合
せ
 
m
(3
5)1
2
9
2
山
内

◇
申
込
先
 
働
く
婦
人
の
家
 

第
2
6回
 
五
所
川
原
市
民

バ
ド

ミ
ン
ト

ン
大

会
 

大
会
事
務
局
（
た
け
み文
具
店
内
）
 

皿
（
3
5)1
7
5
3
 沢
田
 

ヒ
カ
ル
の
碁
 

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
 

m
(3
4)4
6
2
6
 岩
城
 

●

毎
週
土
曜
日
 
初
回
6
月
3
0日
田

全
2
0回
 
1
45
1
6時
 
中
央
公
民
館

◇
講
師
 
工
藤
和
豊
 
九
段
 

幼
・
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
こ

ど
も
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
 

い
け
ば
な
小
原
流
 

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
 

凪
・
献
（3
5)9
3
2
6
 
斉
藤
 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集

環
境
対
策
課
 
内
線
2
3
2
 

せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
に
家
族
や
友
だ
ち

と
不
要
に
な
っ
た
衣
類
や
日
用
品
な
ど

を
持
ち
寄
り
、
出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

7
月
7
日
田
・
一8
日
⑨
 
9

、
1
5時

◇
参
加
資
格
…
ど
な
た
で
も
参
加
可

◇
出
店
品
目
…
食
料
品
以
外
の
も
の

◇
申
込
先
…
6
月
2
9日
岡
ま
で
に
五

所
川
原
家
族
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実

行
委
員
会
（
事
務
局
環境
対
策
課
）
へ
 

●
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物 件 

① ② ③ 

市内相内吉野 2-2 市内相内吉野 2-3 
外 6筆 

市内飯詰字影日沢 
233 - 2 外 2 筆 

面 積 約 424d 
（宅地） 

約 3,503 ポ 
（宅地） 

約 15,079 市 
（宅地見込み地） 

現 地 
説明会 

6 月 26 日因 
11時現地集合 

6 月 26 日因 
14 時現地集合 

6 月 28 日困 
10 時現地集合 

入 札 
実施日 

7 月 24 日因 
13 時 30 分締切り 

7 月 24 日因 
13 時 30 分締切り 

7 月 24 日因 
11時 30 分締切り 



売却物件（土地） 

管財課・土地開発公社 
TEL35-21 11 内線472・473 

 

番号 所 	在 	地 地目 面
く
 
m
 

積
ー
  

予定価格 
（千円） 

都市計画用途地域 備 考 

●

ー
  

大字吹畑字藤巻 26 番1 宅地 1,396.81 23,047 第一種低層住居専用地域 

。
ノ］
 

 
若葉一丁目 52 番4 宅地 238.14 4,262 第一種低層住居専用地域 

っ
J
 

 
大字七ッ館字鶴ケ沼 155 番 6 外1筆 宅地 216.49 2,900 用途指定なし 

4
  

みどり町二丁目 45 番1 宅地 4,209.96 39,994 第一種低層住居専用地域 

[
D
 
 

大字神山字牧原 56 番1 宅地 5,918.66 15,388 用途指定なし 

R
)
 

 
金木町芦野 84 番 544 宅地 462.18 3,235 用途指定なし 

ワ
‘
  

十三深津 70 番 2 外1筆 宅地 324.75 2,662 用途指定なし 

又
）
 
 

南部地区土地区画整理事業 82 街区 10 宅地 499.67 13,491 第一種低層住居専用地域 
土地開発
公社所有 

讐件番」I 位置図 3 	I 位置図4 

市営広田団地r 
物件番号 4 

儒国道 0 号 

三輪小学校 
~ 物イ牛番号 3 

ー』 ー
  

東
芝
メ
デ
イア
機
買
一
 ず 	 七 

I ’森三菱ふそう 

青春三菱自動車 西北地方県民局 
農村整傍五所川原庁舎 I 

株
）工
場
 
 U 

位置図5 位置図6 	1―」 位置図7 

県 
道 
鯵 
負 
蟹 
線 

十三分館 
1 	1 
一 

] \~ 屈 長橋郵告曹 

物件番号5 

r 

所 

ち 
l裏 

“響 

金木 
中学校 へ ＼I ー 

物件番号7 

衣料品店 

［コ S×レ GS ー
 

 

スーバーストア 
五所川原店 

県道扉風山内真部線 
‘ー 至金木駅 	至喜良市ー， U 

◇売 却 の 方 法 一般競争入札により売却します。 

※予定価格以上の最高額で入札した方に、その金額で売却することを決定します。 

◇物件の説明等 管財課（市役所4階）にて説明及び関係書類の配布を行います。 

※入札に参加される方は必ずおいでください。 
（入札日前日までの土・日曜日・国民の祝日を除く午前 9時から午後4時） 

◇入 札 ・ 開 札 7 月 4 日困 午前10時から 市庁舎北棟 5 階第 3 会議室（入札室） 

◇入札参加者の資格 「契約を結ぶ能力を有しない方及び破産者で復権を得ていない方」を除き、 

どなたでも参加できます。 

◇入 札 の 無 効 入札参加資格のない方のした入札及び入札条件に違反した入札は無効とします。 

◇入 札保 証 金 入札金額の100分の 5以上 

◇契約 の 締結 落札決定の日から 7 日以内 

◇契 約 保証金 契約金額の100分の S 以上 

◇代金の納入期限 契約締結の日から30日以内に全額納入していただきます。 

※その他詳細については、管財課（土地開発公社）へお問い合わせください。なお、売却内容については、 
五所川原市のホームページでもご覧になれます。E - Mail : info@ goshogawaranet.pref.aomorj加 
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奥津軽曳と火書句り， 
6月24日（日）五所JII)ID I)-*JIIJJlI ー 
田植えが終わり一段落ついた早苗ぶり（さなぶり）に、五穀豊

穣、無病息災を願う伝統の祭り「虫送り」。虫の練り歩きはも

ちろん、御神火を灯した大松明の運行、虫の昇天、花火打上も

必見です！ 

16:  30 - 	17 :00 オ―プニングイべント 

17:  00 -17 :30 開会式・修赦式 
旧口 タリ― 

17: 30 --- 19 :30 虫送りと火まっり運行 
旧口一タリ一 

～岩木川河川敷 

19 : 30 ~ 19 : 45 河原会場あいさっ 
岩木川河川敷 

19: 45 '--20 :15 虫の昇天・花火打上げ 

琵U.器齢に課Zn. 	/ 
"’■工●」I．●・セ五叫川．市m叫●・五農ii,●工脅“所
お舞倉廿■え五，I"．“血■用 TiLOl7J-l54O4 

1912年、市内梅田に生まれ

る。東京美術学校（現東京芸大） 

を首席で卒業。日展で入選を

重ね、日本の中央画壇で活躍。 

日展審査委員も務める。1995 
年、五所川原市名誉市民。 

2005年、紺綬褒章 

受章。95歳の現在 ‘ ，ザ 	 ー 

も創作を続ける。 、了

日展会員、光風会 

名誉会員。 	‘ 

岩木山遠景 

F8ト、・、 
静物 Pl2 2 

（社）五所川原青年会議所 TEL35-4049 

宛】l后型月Jアからのお知らせ 伊藤正規 
画業のあゆみ展 ふるさと交流圏民センター TEL33-2111 

ピアノトリオ Sirius （シリウス） 

フアンタステIックり羽サー卜 

ふ28日（木），認男ツ』勢曹ト聖 Jレ 

ヒアかオーポ工はi L 

て固性のすガら？うの葉器ガ養わす音楽のぶしやハ、、 

おなたぞご～緒に楽LスまtV1i 

● 出演者 

ビアノ 	 オーボ工 	ホルン 
城 綾 乃 崎 本 絵里菜 安 田 健 太 

入場料 ー般L000円 高校生以下500円 

演奏曲目 

モーツアルト】きらきら星変奏曲K265 (300e) 
ホルン協奏曲第1番ニ長調 K.412 

ヴィヴァルディ】「四季」 より「春」 

ライネッケ】オーボエ、ホルンとピアのための 

三重奏曲 イ短調作品188 
サン＝サーンス】オーボエソナタ ニ長調作品166 

ほか  

～学生時代から近年までの作品100点～ 

6月27日（水）-7月22日（日） 9時～18時
立侵武多の館2階美術展示ギャラリー 

入場料 

対 象 料 金 

大 	人 3'刃円 

高校生 'C泊円 

小中学生 'C刃円 

) 10％の割引（条件） 
あり。 

主催】「画業のあゆみ展」実行委員会 

共催】五所川原市教育委員会 

後援】東奥日報社、陸奥新報社、ATV 

立侵武多の館 TEL381 3232 

五所川原市役所 合35- 2111 平成 19年 6月 15日 8 



いい明日は 
仕事と暮らしの

ハーモニー 
仕勃暫との疑豆G) 1器 

難「 
一一一一 	 一 参画社会基本法」 

でーγ’旦糾Q穿 が平成11年 6月23 
厚、Iで、、各盗、をM気 日に公布・施行さ 

’凧扇、瓜瓜鳳沖く， れたことにちなんで、 

丁IIH'lI -ー‘目ruI 平成13年度から毎年、 

平成19年度 	 6月23日（土）~29日（曾】 

男女共同参画週間 
”女共陶●且重血本“ 	・ーー~→～ソ”‘ー一ー 

平成19年度 	6月23日（土）--29日（曾】 	男女共同参画社会 

男女共同参画週間 をめざし取り組ん 
”女共陶“重血本“ ーー”“～ソ”。ーー“でいます。 

麻しんは感染力が非常に強く、合併症（中耳炎、 

肺炎、脳炎等）をおこすこともある重い病気です。 

現在、関東方面を中心に麻しんが流行していますが

青森県では例年6月頃に流行のピークを迎える傾向

がありますので、今後一層の注意が必要です。 

麻しんの予防接種を受けたことがなく、麻しんに

羅患したことのない方はかかりつけの医療機関に相

談し、早めに予防接種を受けるよう心がけましょう。 

1歳児（1期）と小学校就学前年度の児童（2期）は

定期予防接種が受けられます。2期の予診票につい

ては、健康推進課、金木総合支所窓口及び保健セン
ター市浦窓口までお問い合わせください。 

く麻しん（はしか）とは） 

・潜伏期間 10日～12日 

・症 状 
はじめの2--4日は発熱、せき、鼻水などかぜ

に似た症状が出て熱がー旦下がります。再び高熱

が出て全身に発疹が現れます。その後4-5日で

熱はおさまりますが、発疹の色素沈着がしばらく

残存します。 

・注 意 
麻しんの初期症状のときに感染性が一番強く、 

発疹が出てから4-5日後までは感染性があるの

で注意が必要です。 
麻しんの患者さんに接触してから10日ぐらいで 

「かぜに似た症状」が現れたら、速やかに医療機

関を受診しましよう。 
ノ 

男 '7- J共J3参画麹聞 
6月23日～29日 企画課 男女共同参画室 内線462 

健康推進課 内線222 
週間標語 

「いい明日は仕事と暮らしの I、ーモニー」 

いい明日は 6月23日から29 

ハーモニー 七でノ、‘二ニヲザ竺 
ー― です。 「男女共同 

今年度の週間標語は「いい明日は 仕事と暮ら

しの ハーモニー」です。みなさんの「仕事」と 

「暮らし」の調和はとれていますか？ 

「仕事」と 「家庭」 を両立させるだけでなく、 

それらをベストなバランスで調和させることは、 

より充実した社会生活が送れるようになり、結果

的には生産性・仕事率も向上するという相乗効果

をもたらします。 

これを機にみなさんも、職場に活気を呼び、家

庭にゆとりをもたらす男女共同参画について考え

てみましよう。 
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健 康 推 進 課 公35-2111 （内線223・224・225) 
保健センター市浦 公27-7733 

五所川原市食生活改善推進員会 

~）～夏へむけてのスタミナアップメニュー～ 

◆内 容・・・小児科診察、歯科診察（1 歳 6 か月・3 
歳児）、尿・耳・目の検査（3歳児）、身
体計測、発達相談、離乳食のお話（4 か

月児）等 
◆受付時間・・・12 】 00 - 12: 30 
◆持参するもの・・‘母子健康手帳、バスタオル等 

健診の種類 実施日 実施場所 対象児及び対象地区 

4 か月児 
健診 

7
 

【月
 

I
 

 j
 

日
 

生き活きセンター 
平成 19年 2 月生まれ
全地区 

1 歳 6 か月児
健診 

7 月 24 日 
() 生き活きセンター 

平成 18年 1 月生まれ
全地区 

3歳児 
健診 

ロ
月
 
1
2
 

日
  

7
  

．
  
箆
診
 
、
不

J
 

 
ー
 
ー
 

 
生
地
区
 

生き活きセンター 
平成 16 年 1月生まれ
全地区 

※健診に来られない場合、すでに健診を受診した場合等は 

く 乳幼児健診 ） 

健康推進課にご連絡ください。また、 3歳児健診につい
ては個別に事前通知します。 

（  エンゼル相談（母子相談） ) 
お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽

しさや悩みを話してみませんか。各地区の開催日は、 
いずれの会場でも利用可能です。お気軽においでくだ
さい。 
◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

日 	 時 実施場所 内 	容 

7 月 4 日困118日困 
10 : 00 - 12 : 00 
13 : 00 - 15【 00 

※ 18 日午後は予約が必要
※子育てサロン同時開催 

生き活きセンター ・各月齢での成長（身

体計測）・発達の確

認、育児、遊び、栄

養（離乳食）の相談 

・子育て等に関する勉

強会、情報交換 

7 月 26 日困 
10 : 00 - 12 】 00 

保健センター 

金木 

7 月 25 日困 
10 : 00 - 12 : 00 

保健センター 

市浦 

ぐ  こころの相談窓口り 
7 月から保健師によるこころの相談を実施します。 

◆日 時 7 月 10 日囚 13 時～ 14 時 
◆場 所 市役所北棟2 階 相談室 
◆対 象 眠れない日が続いている、憂うつな気分 

が続く等といった相談のある市民 
◆申込み 相談日前日までに電話予約 
※精神保健福祉手帳等、福祉サービスに関する相談は、 
家庭福祉課（内線 245）で対応しています。 

'1 攻急医療当番医 
月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

7月 1 日 日 川崎胃腸科内科医院 敷島町 56 34 - 3330 
7月 8日 日 中村内科医院 錦町 1 一 134 35-3598 
7月15日 一

 
 かねひらクリ二ック 旭町 55-2 35-3167 

7月16日 月
  

健生五所川原診療所 ーッ谷 508 - 7 35 一 2542 

1 人分 1 68kcal 塩分 1 .3g 

■材料（2人分） 

豚口ース肉・脂なし（薄切り） 	100 g 
酒 	小さじ 1強 きくらげ・乾 	3g 
片栗粉…小さじ 1と 1/3 	ごま油 	小さじ 1 
もやし 	80g 	しょうゆ・・・小さじ 1/3 
にら 	60 g こしょう 	少々 

白菜キムチ 	b0Og 

■作り方 

①豚肉は食べやすい大きさに切り、酒と片栗粉

をまぶす。 
②にらは3dB長さに切り、白菜キムチは食べや

すい大きさに切る。きくらげは水につけて戻

し、細切りにする。 

③フライパンにごま油を熱して①を妙め、色が

変わったら、もやし、キムチ、きくらげの順

に加えて妙める。 

④全体に火が通ったら、にらを加えて妙め、し

ょうゆとこしょうで調味する。 

※豚肉に豊富に含まれるビタミン Bl は、糖質

の代謝に必要不可欠です。不足すると疲労

物質が体内に蓄積し、疲労や筋肉痛などの

原因になります。また、唐辛子の辛味成分

カプサイシンは中枢神経を刺激してエネル

ギー代謝を促進させる働きがあります。夏

に向けてスタミナをつける為の食事を心が

けましょう。 × 
ぐ献血のこ案内（バス巡回）つ 
期 	日 時 間 場 	 所 

6月 29 日（金） 

9:30~ 10 : 45 金木高校市浦分校前 

11 	:15--12 :15 市浦総合支所前 

13 :30~ 14 :45 十三漁協荷さばき場横 

15:00~ 16 : 30 十三公民館前 

7月 3日（灼 
（成分献血） 

9:30 -- 14 :30 保健センタ一五所川原 

※ 1．対応時間（電話で確認）9 時から 17 時まで 	 ※成分献血は人数に制限があります。ご協力いただけ 
2．その他、消防署（救急病院紹介公34-4999) でも紹介します。 	る方は 6 月 26 日までに健康推進課へご連絡ください。 
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